
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保育目標～寒さに負けず元気に遊ぼう 
 寒くなってきましたが、子どもたちは所庭で体操をしたり、かけっ
こやタイヤを使って鬼ごっこをしたり、デッキで遊んだりしていま
す。天気の良い日はこれからも戸外に出て外気に触れてあそび、元気
な体作りをしたいと思います。 

生活目標～手洗い・うがいを丁寧にしよう 
 感染症予防の基本は手洗いとうがいです。保育所では「げんき集会」
で子どもたちに、感染症の予防や手洗いうがいの大切さ・仕方を知ら
せ、その後も丁寧に行うことが習慣となるように働きかけていきま
す。各クラスでも年齢に合った方法で行っていきますので、ご家庭で
も一緒に取り組み、元気に冬を過ごしましょう。 

❤子育て通信❤       ＊＊＊        ＊＊＊＊＊  ＊ 
～みんなで未来を生きる子どもたちを育てましょう～ 

11月13日（火）に出雲市保幼合同研修会を行いました。出雲市内の保育
所・幼稚園・小学校から 80 名あまりの方が参加され、保育公開と午後には
島根大学 副学長 肥後先生をお招きしての講演会を行いました。保護者の
皆様には送迎時間のご協力等お世話になりました。 
肥後先生に、平田保育所の保育を論理的に説明していただき、これからの

保育で大切な事を分かりやすく教えていただきました。保護者の皆様にもそ
の中の子育てにヒントをお伝えしたいと思います。 

『これからの幼児教育が育てるべきもの』 
①身体をしっかりと動かし、大きな呼吸を作り出し、明瞭でその子らしい発
声を育てましょう。そのためにも構音器官の発達にとって食事は重要です。 
～子どもには運動と食事が大切です。 

②見えないもの（感情・欲求・意図・期待…）は子どもの内面にあるもので
すが、それを見つけて『ことば』にしてくれる人がいないと育ちません。 
～例えば、子どもが転んで泣いていたら、「転んで痛かったね。悲しかった
ね。」と気持ちを言葉にしてあげることで、豊かな感情が育ちます。 

③安心できる人との関係をベースに、外界を意欲的に探索する中で、見つけ
たモノやコトを人に言いたい、伝えたいと言う気持ちを育てましょう。 
～例えば、子どもが「あっ」と言って指をさし、「お母さん、見て」と言っ
た時は、伝えたいモノ・コトがあるときです。視線を合わせて同じものを
見ることは子どもが生きていく力につながります。 

④具体的に目の前にあるものから、次第に空間的にその場にないものや、時
間的に今ではないことを話すことの面白さ、楽しさを共有しましょう。そ
のために、絵本や物語は有効です。 
～目の前にないものを想像する力は小学校以降の学習の場でも、大切にな
ってきます。多目的室の貸出絵本「おてて絵本」は空想遊びに役立ちます。 

⑤人と話すこと、人とやりとりをすることが楽しいと思えるような経験を積
ませましょう。人と共にいる場面で肯定的に気持ちを受け止められる体験
を繰り返し味わうことが大切です。そのためにはおとな同士が楽しく話を
する団らんの雰囲気の中で育つことがとても大切です。 
～受容・共感・団らんがある場所は人との信頼感を育てます。夫婦、家族
の仲が良いことは大切です。 
そして、大人にとっては必要ないと思われることも含めて、いろいろな寄

り道（経験）をすることが『遊び』で、「学び」の基本となる遊びは一人で遊
べる力だそうです。何となく友だちの近くに一緒にいるから良いとするので
はなく、今後も「子どもたちが自分でしたい遊びをしているのか」など一人
一人に丁寧に関わる保育をしていきたいと思います。 
職員出張関係（△は午後からの研修） 
 1 日 乙立地区人権・同和教育研究発表会～吾郷友香 

   幼年他防災クラブ指導者研修～関  

 3 日 保育士キャリアアップ研修～土江智恵美（5日まで） 
 5 日 主任保育士・主幹保育教諭研修会～森脇（7日まで） 
10 日 キャリアアップ研修～河村（11 日まで） 

11 日△読み聞かせ講座第２回目～坂本星 
15 日 島根県立大学短期大学部客員教授講演会～坂本瑞歩 
17 日 保育士キャリアアップ研修～服部（19 日まで） 

18 日 保健衛生・安全対策研修会～河村（20 日まで） 
22 日 全国保育所給食セミナー～大菅（23 日まで） 
 

保 育 所 だ よ り 
平成３０年１２月号 

平 田 保 育 所 
TEL 62-3207 

 所庭を吹く風に頬や手が冷たくなり、その冷たさから冬の訪れを感じ
るようになりました。そんな寒い毎日ですが、保育所では子どもたちの思
い出の遠足や、保育所での楽しかった気持ちがたくさん詰まったホットな
作品展が始まっています。友だちと一緒にのこぎりを使って作った大作、
一人一人が工夫を凝らして作った作品を大勢の皆さまに鑑賞していただ
くことで、子どもたちはより一層作った喜びを感じているのではないかと
思います。あと一日で終了しますが、土曜日がお休みの方は子どもたちと
一緒にじっくりと、それぞれの作品や１～５歳児の子どもたちの絵も成長
を感じながらもう一度、見られてはいかがでしょうか。保護者の皆さまに
は、親子制作にご協力いただきありがとうございました。世界に一つしか
ない素敵な作品ができました。 
 そして今月は子どもたちが楽しみにしている行事がたくさんあります。
行事のいわれを知り、期待感を持って参加し、雰囲気を味わうことができ
るようにしていきたいと思います。 
また、年末にはいつも使っている保育室や遊具をみんなできれいに掃除

し、気持ちよく新年を迎えたいと思っています。お家でも、ぜひお子さん
と一緒に家事をする機会を作ってあげてくださいね。はりきってお手伝い
をしてくれることと思いますよ。 

 

●保育会職員研修の日の保育時間について（８日） 

 ８日（土）は、保育会の職員研修を１７時３０分から行いますので、

土曜共同保育は１７時までとさせていただきます。大変ご迷惑をお掛

けしますが、職員全員参加の研修ですので、ご理解とご協力をよろし

くお願いします。 

●もちつき会について（１３日） 

ふれあい委員のみなさんと一緒に杵と臼を使って餅をつき、年末な

らではの体験をします。つきたてのお餅は給食でいただきます。ぞう・

ぱんだ・こあら組さんはエプロンと三角巾を持ってきてください。 

●クリスマス会（２１日） 

 子どもたちがとても楽しみにしているクリスマス会をします。当日

はお気に入りの服を着て登所されてかまいません。新しいものを買わ

れる必要はなく、今ある服の中から、お子さんとコーディネートを考

えてくださいね。 

●年末年始について（３１日～１/４日） 

年末の保育は２９日（土）までです。３１日（月）～1 月 4 日（金）

までの間は休所とさせていただきます。２８日（金）に布団と衣類を

持ち帰って、洗濯と点検をして、新年にお持ち出しください。ご協力

よろしくお願いします。新年は 1 月 5 日（土）より保育を行います。 

●古布持ち出しについて 

これからの季節は、嘔吐や下痢などの症状が発生しやすい時期です。

保育所では感染予防として消毒液を使い処理を行いますので、その際

に布を使用します。ご家庭で不要になった古布などがありましたら、

持ち出していただくと喜びます。ご協力、よろしくお願いします。 

（なお、使いやすくハンドタオルくらいの大きさに切っておいてく

ださると大変助かります。） 

●保育料について（出雲市よりお知らせです） 

 11 月分の保育料の納入期限（口座振替日）は 12 月 27 日（木）で

す。12 月は例年、残高不足で振替できない方が増えますので、通帳の

残高確認をお願いします。 

 

作品展 

12 月より山根洋
子保育士と野津睦保
育士がひよこ組担任
として勤務します。
よろしくお願いしま
す。 

お知らせ・お願い 
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